
【取組内容】 第1学年生活科における個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

春日市立白水小学校（福岡県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【１年生 生活科「あきのおもちゃをつくろう」】

【自己選択・自己決定活動】
① つくるおもちゃの選択
どんぐりごま・マラカス・太鼓・
魚釣り・けん玉・やじろべえ

② 活動の選択
おもちゃをつくる・パワーアップ
させる・試し遊びをする・名人さん
に聞く

③ 学習形態の選択
一人で・友達と・名人さんと

④ 資料の選択
教科書・本・クロムブック

⑤ 材料の選択

～表計算ソフトの活用～
・どのようなパワーアップをさ
せたいのか、自分で選択して取
り組むことができた。
・1時間の見通しをもって取り組
むことができた。

目指す児童の姿
・様々な秋の自然物や身近にある物を比べたり試したりしながら材料を選択し、秋の自然物を使ったおもちゃをつくったり
パワーアップさせたりすることができる。
・表計算ソフトを活用し、自分の思いをもっておもちゃをつくったりパワーアップさせたりすることができる。
・ポータルサイト「キラキラ宝箱」を活用し、おもちゃをつくったりパワーアップさせたりすることができる。

反
映

～ポータルサイトの活用～
・必要な情報を選択しながら自
分で学習を進めていけた。
・活動時間の確保につながった。
・友達の作品が見られるため、
協働的な学びにつながった。

児童の変容
・「すること」を自分で選択し、1時間の見通しをもつことができるので、時間いっぱい自分でおもちゃをつくったり、パ
ワーアップさせたりすることができた児童が多かった。
・当初は教師に質問をしながら活動を進める児童がほとんどだったが、学習を進めていくなかで、教師に質問せずに、端末
上の情報を活用したり、友達と一緒に活動したりしながら学習を進めることができる児童が増えていった。



【取組内容】 第5学年社会科における個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

春日市立白水小学校（福岡県）【指定校】

様式Ⅰ-２

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【５年生 社会科「自然災害とともに生きる」】
「調べる災害の種類」、「調べる計画」、「学習方法」などを児童が選択し、学習問題を追究していく場面での主な手立てと成果
□…手立て、○…成果

１．「学習方法」の選択 ２．「単元計画表」の提示 

□学習問題の解決に向けて、

【資料１】の学習方法を選択

し、自己解決（個別最適な学

び）と学び合い（協働的な学

び）を一体的に進めながら自

分の考えを深めていく。 

○自己解決と集団解決の境目を

なくすことで、最後まで考え続

けたり、共に解決方法を考えた

りするなど学習活動を自己調

整し、児童が主体的に個別最適な学びと協働的な学びを進めることができた。 

□「見通す」段階で、学習問題に対する予想と

調べる計画を立て、単元計画表を提示する

ことで、個別で調べを進めていけるよう主体

的な学びを促す。 

○「見通す」段階で、主体的に自己選択・自己  

決定をすることができた。 

○単元のゴールを示すことで、単元目標に向

かって、一貫性をもった主体的な学びがで

きた。 

３．「ルーブリック」の活用 ４．「きらきら宝箱」の活用 

□児童が自ら学習方法を選択し、自  

ら学びを進めていくために、【資料 

３】のルーブリックを活用して、自ら 

の学びをどこまで高めるかを考 

え、振り返りで到達できたかどうか 

を考える際に生かす。 

○児童がルーブリックをもとに自

己評価を行い、表計算シート

を用いて、到達度を時間ごとに記録し、自ら振り返りを記録していくことで

指導と評価の一体化が可能となった。 

□「自然災害とともに生きる」の小単   

元のきらきら宝箱【資料４】を作成  

し、児童の主体的な学習問題解決  

に 活用できるようにする。 

○既習学習を振り返ったり、学びの蓄 

積を行ったりする等、スタディログと  

して活用することで、個別最適な学 

びと協働的な学びが一体化した学習活動が可能となった。 

○自分の選択した災害について、主体的に調べて学ぶことができ、さらに、個別最適 

な学びを進めることができた。 

 

【ルーブリック】 

A:自然災害と地形や気候との関係，及び，自然災

害とその対策について，誰が，何のために行っ

ているのかを関連付けてまとめることができる。 

B:自然災害と，地形や気候についてまとめ，様々

な対策や事業についてまとめることができる。 

C:自然災害や様々な対策や事業について調べ，

記述することができる。 
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【学び方】 

・１ で 
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【調べたことをまとめる方法】 
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・学習 リ      ・      ス    
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【資料 1】 学習活動の選択肢 

【資料２】 単元計画表 

【資料４】 きらきら宝箱 

【資料３】 ルーブリック 



【取組内容】 朝活動における情報活用能力の育成

春日市立白水小学校（福岡県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

朝活動におけるICT活用

毎週木曜日の朝活動の
時間に、各学年の発達段階
に応じたタイピング練習や
文章作成の活動を行ってお
り、その際にタイピングソフト
（アプリ）を活用している。

低学年
タイピングソフト（アプリ）を活用したホームポジションや基本的なタイピング練
習
〇タイピングソフト（アプリ） 文字

中学年
タイピングソフト（アプリ）を活用したタイピング練習（速度・正確さ）
〇タイピングソフト（アプリ） 言葉・文モード

高学年
タイピングソフト（アプリ）を活用したタイピング練習や文章を書く活動での活用
〇タイピングソフト（アプリ） 言葉・文モード

スプレッドシートを活用した学習計画 写真や動画の撮影 ICTを活用した書く活動

５年「情報を伝える人々とくらし」 １年「秋のおもちゃをつくろう」 ６年「デジタル機器とわたしたち」


